
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このところ世の中が少しギスギスしているように感じませんか？みんなが気持ちよく暮らすためにマナーや

ルールを守るのは大事なことですが、ちょっとしたミスや行き違いは誰しもあること。ささいなことに目く

じらを立てるより「おたがいさま」と「おかげさま」で人にも自分にも寛大でありたいと思うこの頃です。 

【平成２８年度の国の税収はどれくらい？】 

 

平成２８年度政府予算案の一般会計総額は、96.7 兆円と過去最大

になりました。今回は「経済再生と財政健全化の両立」がポイント

で、具体的には「一億総活躍社会の実現」「持続可能な社会保障制

度の確立」「事前防災・減災対策の充実や老朽化対策など国土強靭

化の推進」「教育の質向上や科学技術の基盤強化」などが挙げられ

ています。一般会計の歳出内訳は、社会保障関係費が 31.9 兆円で

最も多く全体の約 33％を占めています。一方、これを支える歳入

は税収と公債金でまかなわれます。バブル景気の発端といわれるプ

ラザ合意は１９８５年（昭和６０年）でした。その昭和６０年度の

税収は 38.2兆円で、バブル景気で一番高かった平成２年度は 60.1

兆円でした。そして今年度は、消費税率が８％になったことや企業

業績の向上などにより、57.6兆円の税収が見込まれています。 

国の税収には、法人税・所得税・相続税・贈与税・印紙税・消費税・

酒税・たばこ税などさまざまありますが、 

そのうち最も税収が多いのは所得税で今 

年度は 17.9兆円が見込まれています。 

その他では消費税が 17.1兆円、法人税 

が 12.2兆円で、これら３つの税が税収 

のほとんどを占めます。社会保障の負担 

などで公債金の残高が増える日本ですが、その残高を増やさないた

めにも経済再生が進み財政が健全化されることを願いたいですね。 

米国のメジャーリーグ選手であるベー

ブ・ルースの言葉。人生には多くの壁

がある。それに突き当たっても立ち止

まらない者が勝利の美酒に酔いしれる

のだろう。 

【今月の教えてキーワード：ベーシック・インカム】 

政府がすべての個人に対して生活するための必要最低限の現金を年齢や所得といった制限を設けず無条件に

給付する制度のこと。貧困問題対策のほか、複雑な社会保障制度やその審査の過程が簡素化できるという管理

コスト削減のメリットがある。一方で「膨大な財源をどう捻出するか」「誰も働かなくなるのでは」といった

懸念も指摘される。フィンランドやオランダなど欧州では、導入の検討や社会実験の取り組みも始まっている。 
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工芸品まで、津々浦々の「掘り出し物」を紹介しています。全 50店舗のうち東京初進出

となるのが約８割で、地方創生の足掛かりとして知る人ぞ知る名店に腕試しの場を提供

しています。まずは首都圏に住む日本人をターゲットに地方活性化を目指しつつ、東京

オリンピックに向けて外国人観光客にも日本の懐の深さを見せる場となりそうですね。 

昨年、東京浅草にオープンした『まるごとにっぽん』は日本の

「地域の魅力」を体験できる商業施設です。生鮮食品から伝統 

今月の商売のヒント：【「集中ワード」で流れに乗る】 
 

最近、時間を忘れてまで何かに没頭したことがあるでしょうか。そこで今回は仕事に集中するためのヒント

です。時間の感覚がなくなるほどある行為に没頭した状態を「フロー状態（flow＝流れる）」と呼ぶそうです。

つまり流れに乗っている状態のことです。スポーツ選手がよく「無心で集中でき 

ました」と言ったりしますが、フロー状態では常に高い集中力を発揮できるので、 

パフォーマンスが向上して良い結果が出せるのでしょう。 

さらに没頭しているフロー状態から一時的に起こる極限の集中状態を「ゾーン」 

と呼ぶそうです。動いている相手やボールが止まって見えたり、視覚や聴覚が非 

常に鋭くなったりするのは、「ゾーンに入った」ということです。 

一流のスポーツ選手は自分でその状態を作り出せるので、ある程度意識的にゾーンに入ることができるとい

われています。ゾーンを作り出す方法は人によりますが、ラグビーの五郎丸選手の「ルーティン」は、まさ

にゾーンに入るための集中の儀式でしょう。 

以前は「フロー状態」も「ゾーン」も才能のひとつだと考えられていました。 

しかし、さまざまな分野で集中力とパフォーマンス向上の検証がなされ、現在で 

はトレーニングや工夫次第である程度、集中力をコントロールできるとされてい 

ます。一流アスリートのようにはいかなくても、集中力を高めるちょっとしたコ 

ツを覚えておいて、仕事がはかどらないときに試してみてはいかがでしょう。 

おすすめは「集中ワード」。集中ワードとは自分のやる気を高める言葉です。あら

かじめ紙に集中ワードを書いておき、集中力が落ちてきたらそれを見ます。「達成したらおいしいものを食べ

に行く」などの自分へのごほうびや、「がんばれ！」「絶対達成！」「俺ならできる！」といった自分への励ま

しは想像以上にやる気を刺激するそうです。ちなみに印刷された文字より、自分の手書き文字を見たほうが

脳は反応しやすいとか。商売の流れに乗るために今すぐ始められる方法ですね。 

【身近な人が亡くなった後の 
手続のすべて】 

--------------------------- 
普段は考えたくない「そのと
き」の参考書として作られた実
用本です。各種行政や金融機関
などの手続きや届出を豊富な
例示を掲載して分かりやすく
まとめてあります。いざという
ときに頼りになる虎の巻です。 
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